
別紙１ 

第●●回京都市京町家保全・継承審議会指定部会 
 
議題 
 ⑴ 新たな京町家の個別指定について 
  個別指定京町家指定候補一覧 合計●●件 
 
① 伝統的形態意匠 計●●件 

No 所在地 建築年代 備考 
1 京都市○○区○○町○○ 昭和○年  
2 京都市○○区○○町○○ 大正○年  
3 京都市○○区○○町○○ 明治○年  
4 京都市○○区○○町○○ 大正○年  
5 京都市○○区○○町○○ 明治○年  
    
    
    
    
    
    

 
⓶ 旧街道沿い 計●●件 

No 所在地 建築年代 備考 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 



別紙１

行政区 通り 大字 町名 番地 構造 屋根葺 階数 １階 ２階 ３階 合計 間口幅 奥行き

山田　太郎
※○○○○ 2022 07

中京区 寺町通御池上る 上本能寺前町 488
京都太郎　1/2
京都花子　1/2

372.29㎡ 10 番 1
京都太郎　1/2
京都花子　1/2

明治11年（1878年） 木造 瓦葺 ２階建 199.66㎡ 169.91㎡ － 369.57㎡ 約13.80m 約29.00m 店舗

都市計画制限 令和●年●月●日

建蔽率 容積率 防火地域 高度地区 景観規制 令和●年●月●日

12345 80% 400% 準防火地域 15ｍ第4種高度地区 旧市街地型美観地区 令和●年●月●日

地域の特徴、周辺状況　※「角川日本地名大辞典京都府下巻」による 付近見取図 【写真】
① ②

位置図（都市計画図）

③

【京町家の状況】

□　平屋 【趣のある町並み】　 （備考） 【生活文化 ※】　 （備考）

□　中二階（ツシ二階） ■　格子 □　平格子 ■　通り庭

■　本二階 ■　出格子 １階 ■　火袋

□　三階建て □　格子戸・格子窓 □　坪庭
□　その他 □長屋 □　虫籠窓 ■　奥庭

（ ） □　腰壁＋格子 □　その他

屋根形状 （備考） □　その他 （　　　　　　　　　　）

■　切妻 ■　通り庇 ＜くらしの文化＞

　□　一部が入母屋 □　外壁又は高塀が隣地に接している □　玄関（取次あり）

　□　一部が寄棟 （屋根） □　茶室

□　入母屋 ■　瓦葺き □　おくどさん

□　寄棟 □　金属板葺き □　井戸

□　越屋根付 □　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ■　縁側

□　卯建付 （開口部） ■　床の間

□　その他 □　大戸 □　幔幕掛け

（ ） □　木枠ガラス戸・窓 □　ばったり床机

■　平入り □　木製戸袋 □　その他
外壁 （備考） □　木製手摺 （　　　　　　　　　　）

■　真壁 □　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　土壁 （その他） ＜産業の文化＞

□　しっくい □　高塀　（大塀） □　表屋造り 　（特記事項）

□　聚楽 □　袖壁 ■　織屋建て

□　犬矢来 □　その他

□　駒寄 （　　　　　　　　　　）

　　　　　　　 □　他（　　　　） □　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　備考欄には、要素のある部位（１階、２階等）を記載すること

□　その他 　赤字は、京町家条例（施行規則）に規定された、都市生活の中から生み出された形態又は意匠

（ ） □　看板建築　　（□一部　、　□全部　） □　玄関庭
□　洋館付 □　前庭
□　表蔵付 □　路地付

□　腰壁　　□　鎧板
　　　　　　　 □　鏡板

（特記事項）
・敷地の奥に織機が並ぶ工場を持つ。
・母屋は商家建てに近い建物であり、普段の商いの場である見世の間、
家族と従業員がともに暮らすだいどこ、特別なお客をもてなす意匠を凝ら
した奥の間などを持つ。
・当時の家族の暮らし、製造業と商いを同時に行っていた生業の姿が
残っている。
（※参考文献：『わたしの家物語』　京都市景観・まちづくりセンター　2012

■　伝統的な形態・意匠（外部）が残っている

■　伝統的な商いやもてなしに応じた建て方や形態・意匠が残っている

■　伝統的なものづくりに応じた建て方や形態・意匠が残っている

□　京町家を舞台とした伝統行事・地域とのかかわりがある

□　伝統的な空間構成、形態・意匠（内部）が残っている

□　　希少性が高く、解体された場合に、地域の伝統的な生活文化が失われるなど特に影響の大きいもの
□　　魅力あるまちづくりの資源であり、市の趣ある町並み又は個性豊かで洗練された生活文化の保全・継承を図るうえで重要なもの

規模（階高）

商業地域

FID 他制度指定等

ー

要素

＊＊＊＊の本拠地。＊＊、＊＊、＊＊などがある。

用途地域（特別用途地区）

家屋※特記なき場合は登記による

所有者 地積
構造・階数 床面積　※登記による

□　地域的な特徴がある（場所性）

用途
規模

枝番

□　歴史的な特徴がある（時代性）

建造物の名称
※住宅地図等の表記

物件所在地
※登記の「所在」による

現 地 調 査 日 ：

報 告 書 作 成 日 ：

指 定 日 ：

所有者
建築年代

※課税台帳による
家屋番号

敷地※登記による

□　　将来に向けた保全・活用計画があるなど、京町家の保全・継承を意欲的に行おうとする所有者が管理する京町家

【指定テーマ】

【指定理由】

■　　建物内部に建築当時の形態意匠を有しており、地域の都市居住文化を後世に伝える象徴的なもの

■　　外観に特徴的な建築要素を有し、地域の景観や建築様式の模範となる象徴的なもの

□　　希少性が高く、解体された場合に、町並みの個性が失われるなど特に影響が大きいもの

□　ポストの投函口から郵便物が溢れている又は投函不可

□　電気・ガス・水道のメーターが止まっている

□　大幅な改変あり

その他、維持管理の状態等

　※　生活文化の保全及び継承を図るための、優れた伝統的な意匠性又は顕著な地域的な特色
　　　 で、調査等を実施した場合のみ記入

【その他の要素】 ■　扉はアルミ枠ガラス入りの戸

外観写真
（全景正面）

外観写真

（右前方）又は

（正面右側妻面）

外観写真

（左前方）又は

（正面左側妻面）



表札等

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

図面、航空写真 内部写真

備考：
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構造
屋
根
葺

階
数

１
階

２
階

３
階

合
計

間
口
幅

奥
行
き

地区調査 京都太郎 中京区 寺町通御池上る 上本能寺前町 488
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺
前町４８８番地

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
120.26㎡ 151 番

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
明治11年 木造 瓦葺 2階建 60.21㎡ 45.66㎡ 105.87㎡ 5.4ｍ 約11ｍ 住宅

個別調査のみ 京都株式会社 中京区 寺町通御池上る 上本能寺前町 488-1
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺
前町４８８番地の１

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
120.26㎡ 30 番 3

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
大正5年 木造 瓦葺 平屋建 60.21㎡ 45.66㎡ 105.87㎡ 5.4ｍ 約11ｍ 店舗

個別調査のみ
（登記入力なし）

御池次郎 中京区 寺町通御池上る 上本能寺前町 488-2
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺
前町４８８番地の２

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
120.26㎡ 番

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
明治45年 木造 瓦葺 平屋建 60.21㎡ 45.66㎡ 105.87㎡ 5.4ｍ 約11ｍ

住居兼
ギャラリー

個別調査のみ
（登記入力あり）

カフェ寺町 中京区 寺町通御池上る 上本能寺前町 488-3
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺
前町４８８番地の３

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
120.26㎡ 82 番

京都太郎
1/2、山田花

子1/2
昭和20年 木造 瓦葺 2階建 60.21㎡ 45.66㎡ 105.87㎡ 5.4ｍ 約11ｍ 住宅

他制度指定案件 － 中京区 寺町通御池上る 上本能寺前町 488-4
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺
前町４８８番地４

21 51 56
京都太郎

1/2、山田花
子1/2

120.26㎡ 45 番
京都太郎

1/2、山田花
子1/2

昭和7年 木造 瓦葺 2階建 60.21㎡ 45.66㎡ 105.87㎡ 5.4ｍ 約11ｍ 店舗

調査区分 建造物の名称

物件所在地
※登記の「所在」による

基礎情報

景
観
重
要

歴
風

歴
匠

国
登
録

行政区 通り 大字 町名 番地

界
わ
い

同

一

地

番

内

建

物

登

記

(

軒

数

)

家
屋
番
号
選
定
理
由

所
有
者

建
築
年
代

所
有
者

地
積

家
屋
番
号

枝
番

規模構造・階数 床面積

家屋

告示住所

彩
る

指定制度

市
指
定

市
登
録

用
途

敷地
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公 用 

         登記事項証明書 
                  交付申請書 
         登記簿謄本・抄本 
 

（登記所の表示） 京都地方法務局     出張所                 令和  年  月  日申請 

申 請 人 
所 属 京都市 都市計画局 まち再生・創造推進室 

氏 名  

※物件ＩＤ 種 別 
（✓印をつける） 

所        在 地 番 
家屋番号 

又は所有者 

請求 

通数 
備考 

伝統的意匠

●● 

１ㇾ土地 
●●区●●通●●上る●●町 329、330 329-0-1 

1 
 

２ㇾ建物 1 

高塀造り 

●● 

３ㇾ土地 
●●区●●通●●上る●●町 24  

1 
 

４ㇾ建物 1 

３階建て 

●● 

５ㇾ土地 
●●区●●通●●上る●●町 550 550 

1 
 

６ㇾ建物 1 

明治初期 

●● 

７ㇾ土地 
●●区●●通●●上る●●町 46  

1 
 

８ 建物  

先斗町 

●● 

９ㇾ土地 
●●区●●通●●上る●●町 39-10  

1 
 

10ㇾ建物 1 

鳥羽街道 

●● 

11ㇾ土地 
●●区●●通●●上る●●町 37 

49 

47、50 

1 
 

12ㇾ建物 1 

 
13 土地 

   
 

 
14 建物  

 
15 土地 

   
 

 
16 建物  

 
17 土地 

   
 

 
18 建物  

 
19 土地 

   
 

 
20 建物  

 ※共同担保目録が必要なときは、以下にも記載。 

 次の共同担保目録を「種別」欄の番号          番の物件に付ける。 
  □ 現に効力を有するもの   □ 全部（抹消を含む）   □（   ）第     号 
 ※該当事項の□に✓印をつけ、所要事項を記載。 

 ☑ 登記事項証明書・謄本（土地・建物） 

   専有部分の登記事項証明書・抄本（マンション名                ） 
    □ ただし、現に効力を有する部分のみ（抹消された抵当権などを省略） 

 □ 一部事項証明書・抄本（次の項目も記載） 
      共有者                    に関する部分 

 □ 所有者事項証明書（所有者・共有者の住所・氏名・持分のみ） 
    □ 所有者  □ 共有者                     

 □ コンピュータ化に伴う閉鎖登記簿 

 □ 合筆、滅失などによる閉鎖登記簿・記録（     年  月  日閉鎖） 

 □ 移 記 閉 鎖 に よ る閉鎖登記簿・抄本 

（目 的） 京町家の保全・継承のための調査 

（手数料） 昭和２４年５月３１日政令第１４０号登記手数料令第１８条により免除 

 

上記申請は公用であることを証明する。 

京都市長 ○○ ○○ 
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指定単位 作成日 地区ID

町単位 令和●年●月●日 12345

【基本情報】

用途地域 高度地区 景観規制 他制度指定等 元学区

1234.56 ㎡ 約250 ｍ 商業地域
400～
　700

％ 80 ％
15ｍ第4種高度地区

31m高度地区
旧市街地型美観地区

沿道型美観地区
地域景観づくり協議地

区
約6.5 ｍ 33.33 ％ 柳池

位置図 都市計画図 航空写真 地区の特性（歴史や特徴など）

【地区内の京町家分布】　※まちづくり調査（H28追跡調査）より

※ 数値は各町における集積率

【地区内の京町家の状況】

京町家の軒数 滅失率 まちづくり調査（Ｈ２８年追跡調査）の状況

（町面積に占める滅失の割合） ・切妻（平入り）屋根（通り庇）の連担状況を代替えする指標） → １００％

100 件 97 件 滅失屋根投影面積÷町面積＝ 3.00 ％ ・伝統的な様式の格子 → ７５％

【指定理由】
■ 趣のある町並みが残っている地区 （備考）
□ 生活文化が色濃く残っている地区
□ 京町家の保全・継承に向けた計画があるなど、地域の方々が意欲的な地区

残存している京町家の多くが、通り庇や格子を保有しており、それらの京町家同士が接する形で連担し、又は通りを挟んだ両側に立地している箇所が多い。また一
部の京町家では高塀のある京町家も残存しており、趣ある町並みが残っている。これら趣のある町並みの保全及び継承を図る必要性があることから、当該地域を
京町家保全重点取組地区に指定する。

H20/H21調査 H28調査

地区名称：
上本能寺前町、亀屋町 京町家保全継承地区（仮称）
（●●が織り成す町並み、●●を特徴付ける町並みなど）

現地調査日

●●宗の●●寺が付近に所在（現在は秀吉の寺町形成により●●
町に移転され、さらに1706年の大火後に現在は●●町に移転）して
いた。
北側は●●通、南側は●●通、南北に●●通がある。
この地域は、商業・業務施設と居住が共存するいわゆる職住共存
の京町家が連担する町並み景観を継承することを、この地域の景
観形成の基本方針としている。
（※「●●（平成●●年発行）」から引用）　←　文献等の記載を引用
した場合は、必ず参考文献名・引用文献名（発行年を必ず）を付記
すること。

※１　上本能寺前
町、亀屋町の合計

令和●年●月●日

指定日

令和●年●月●日

地区の面積 通りの延長 容積率 建蔽率 平均道路幅員
京町家集積率※１
（残存屋根投影面

積÷町面積）

１２ １５１４

３

４

１３

５

１２

６ ７

11 ８

10

９

43.21
12.34

河原町御池



別紙４（裏面）

地区名称：  上本能寺前町、亀屋町 京町家保全継承地区（仮称）（●●が織り成す町並み、●●を特徴付ける町並みなど）
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　通り写真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　（●年●月●日撮影）

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　通り写真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　  （●年●月●日撮影）

3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　通り写真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （●年●月●日撮影）

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

10

　　　　　　地域を特徴付ける写真など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （●年●月●日撮影）
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Ｎｏ. 行政区 指定単位 作成日 現地調査日 用途地域 高度地区 景観規制 他制度指定等
京町家の件数
（H28調査時）

京町家の件数
（指定時）

元学区 指定理由

1 中京区
上本能寺前町、亀屋町 京町家保

全継承地区（仮称）
●●が織り成す町並み 町単位 令和●年●月●日 令和●年●月●日 1234.56 ㎡ 約250 ｍ 商業地域

400～
　700

％ 80 ％
15ｍ第4種高度地区

31m高度地区
旧市街地型美観地区

沿道型美観地区
地域景観づくり協議地区 約6.5 ｍ 33.33 ％ 350 320 柳池 趣のある町並みが残っている地区

2 上京区
●●町、●●町、●●町 京町家保

全継承地区（仮称）
●●を特徴付ける町並み 町単位 令和●年●月●日 令和●年●月●日 2345.67 ㎡ 約500 ｍ

第1種低層住居専用地域
第1種住居地域

100 ％ 50 ％ 10ｍ高度地区 風致地区第３種地域 地区計画 約3.5 ｍ 26.78 ％ 98 90 春日 生活文化が色濃く残っている地区

3 下京区
●●通（●●通から●●通まで）

京町家保全継承地区（仮称）
●●が織り成す町並み 通り単位 令和●年●月●日 令和●年●月●日 3456.78 ㎡ 約180 ｍ 準工業地域 200 ％ 60 ％ 20m第3種高度地区

山ろく型建造物修景地
区

建築協定 約12.0 ｍ 27.89 ％ 202 187 安寧 地域の方々が意欲的な地区

4 ㎡ ｍ ％ ％ ｍ ％

5 ㎡ ｍ ％ ％ ｍ ％

6 ㎡ ｍ ％ ％ ｍ ％

令和●年●月●日 34567

通りの延長 容積率 建蔽率
平均道路

幅員
京町家集積率地区名称 地区の面積

12345

令和●年●月●日 23456

指定日 地区ID

令和●年●月●日



隣地接合 隣地接合 格子

地区名

通り庇 　　平入切妻 　　瓦葺

FID 地区名 FID

本二階 三階建て

特定様式 大塀 卯建 袖壁 看板建築 特定様式

町家類型 平屋 中二階 本二階 三階建て 町家類型

生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　） 生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　）

切妻 入母屋 寄棟 越屋根

外壁 真壁 腰壁 外壁 真壁

屋根 切妻 入母屋 寄棟 越屋根 屋根

その他気付 その他気付

FID 地区名 FID

町家類型 平屋 中二階 本二階 三階建て 町家類型

通り庇 通り庇

隣地接合 隣地接合

外壁 真壁 腰壁 外壁 真壁

大塀 卯建 袖壁

屋根 切妻 入母屋 寄棟 越屋根 屋根

特定様式 大塀 卯建 袖壁 看板建築 特定様式

隣地接合 隣地接合

地区名

その他気付 その他気付

FID 地区名 FID

平屋 中二階 本二階 三階建て

特定様式 大塀 卯建 袖壁 看板建築 特定様式

町家類型 平屋 中二階 本二階 三階建て 町家類型

寄棟 越屋根

外壁 真壁 腰壁 外壁 真壁

大塀 卯建 袖壁 看板建築

屋根 切妻 入母屋 寄棟 越屋根 屋根

平屋 中二階 本二階 三階建て

特定様式 大塀 卯建 袖壁 看板建築 特定様式

町家類型 平屋 中二階 本二階 三階建て 町家類型

大塀 卯建 袖壁 看板建築

屋根 切妻 入母屋 寄棟 越屋根 屋根 切妻 入母屋 寄棟 越屋根

外壁 真壁 腰壁 外壁 真壁 腰壁

生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　） 生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　）

格子

住所

その他気付 その他気付

住所

通り庇 通り庇

隣地接合 隣地接合

その他気付 その他気付

FID 地区名 FID

住所

　　平入切妻 　　瓦葺

通り庇 　　平入切妻 　　瓦葺

地区名

腰壁

大塀 卯建 袖壁 看板建築

平屋 中二階

住所

　　平入切妻 　　瓦葺

格子

住所

　　平入切妻 　　瓦葺

格子

通り庇 通り庇

腰壁

生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　）

住所

　　平入切妻 　　瓦葺

格子

生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　）

切妻 入母屋 寄棟 越屋根

看板建築

平屋 中二階 本二階 三階建て

住所

　　平入切妻 　　瓦葺

格子

地区名

腰壁

生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　） 生活意匠 犬矢来 駒寄 その他（　　　　　　　　）

切妻 入母屋

格子

住所

　　平入切妻 　　瓦葺

格子

外観写真

土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽

外観写真

外観写真

外観写真

土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽

外観写真

外観写真

外観写真

外観写真

別紙６

土壁・漆喰・聚楽土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽 土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽土壁・漆喰・聚楽 土壁・漆喰・聚楽土壁・漆喰・聚楽

土壁・漆喰・聚楽土壁・漆喰・聚楽土壁・漆喰・聚楽 土壁・漆喰・聚楽土壁・漆喰・聚楽土壁・漆喰・聚楽



 
 

●●地区 北面連続立面写真 

●
●
通 

●
●
通 

●
●
通 

●●通～ 

地域東端 

●●町 

交差点～ 

●●通 

●●通～ 

 ●●町 

交差点 

地域西端～ 

 ●●通 

●
●
通 

●
●
通 

●
●
通 

●
●
通 

●
●
通 

西 東 

●●通～ 

●●通 

●
●
町
交
差
点 

●
●
町
交
差
点 

●
●
通 

●
●
通 

別紙７ 


